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(57)【要約】
【課題】　簡便且つ的確にドプラスペクトラムの波形全
体の表示が可能な超音波診断装置を提供する。
【解決手段】　上記課題を解決するために、実施形態の
超音波診断装置は、データ処理部で生成されたＢモード
データ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデー
タに基づく画像を表示する表示部と、前記Ｂモードデー
タ、前記カラードプラデータ、前記ドプラスペクトラム
データの順、あるいは、前記Ｂモードデータ、前記ドプ
ラスペクトラムデータの順でデータの生成が遷移した場
合、前記Ｂモードデータの生成が終了した後の所定の時
間内に生成された前記カラードプラデータあるいは前記
ドプラスペクトラムデータから、前記ドプラスペクトラ
ムデータに基づく画像のＳｃａｌｅ、Ｂａｓｅｌｉｎｅ
、拡大率・縮小率のうち少なくとも一つを調整するシス
テム制御部と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｂモードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータを生成するデータ処
理部と、
　前記データ処理部で生成された前記Ｂモードデータ、前記カラードプラデータ、前記ド
プラスペクトラムデータに基づく画像を表示する表示部と、
　前記Ｂモードデータ、前記カラードプラデータ、前記ドプラスペクトラムデータの順、
あるいは、前記Ｂモードデータ、前記ドプラスペクトラムデータの順でデータの生成が遷
移した場合、前記Ｂモードデータの生成が終了した後の所定の時間内に生成された前記カ
ラードプラデータあるいは前記ドプラスペクトラムデータに基づいて、前記表示部に表示
される前記ドプラスペクトラムデータに基づく画像の表示態様を変更するシステム制御部
と、
　を備えた超音波診断装置。
【請求項２】
　患者の心拍を計測するＥＣＧユニットを備え、
　前記所定の時間は、前記ＥＣＧユニットによって計測された前記患者の心拍における少
なくとも１心拍分の時間である請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記所定の時間は、前記ドプラスペクトラムデータの生成に遷移したときから開始され
る時間である請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記システム制御部は、Ｓｃａｌｅ、Ｂａｓｅｌｉｎｅ、拡大率・縮小率のうち少なく
とも一つを調整することで前記表示部に表示される前記ドプラスペクトラムデータに基づ
く画像の前記表示態様を変更する請求項１乃至３のうちいずれか一つに記載の超音波診断
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波のドプラ効果を利用して患者の血流情報を得る、所謂、超音波ドプラ法によって
患者の血流情報を画像表示する技術がある。この技術において、患者の血流情報は、縦軸
が血流速度、横軸が時間といったドプラスペクトラム画像として表示される。しかし、計
測する位置や患者によって血流速度は異なるため、波形全体を表示させるためには血流速
度の計測レンジ（Ｓｃａｌｅ）や血流速度０の基準線（Ｂａｓｅｌｉｎｅ）などを調整す
る必要がある。従来技術では、オペレータが超音波診断装置に設けられた自動調整ボタン
を押下することでＳｃａｌｅやＢａｓｅｌｉｎｅの自動調整が行われ、波形全体が表示さ
れる。この技術では、例えば、ボタンを押下した時点までに計測された血流速度の最大値
あるいは最小値に基づいて波形の最大振幅を推定し、ＳｃａｌｅやＢａｓｅｌｉｎｅの調
整を行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４５３８０９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記の従来技術では、オペレータがわざわざ自動調整ボタンを押下しなければ
ならないため、オペレータにとって手間である。また、オペレータが、早く波形全体を確
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認したいと思うあまり、血流速度の本当の最大値と最小値が計測される前、具体的には１
心拍分の時間も待たずに自動調整ボタンを押下してしまった場合、当該自動調整ボタンを
押下した時点までの血流速度の最大値あるいは最小値に基づいてＳｃａｌｅ、Ｂａｓｅｌ
ｉｎｅの調整が行われてしまうため、波形全体が表示されないこともある。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、簡便且つ的確にドプラスペクトラムの波形全体の表
示が可能な超音波診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、実施形態の超音波診断装置は、Ｂモードデータ、カラード
プラデータ、ドプラスペクトラムデータを生成するデータ処理部と、前記データ処理部で
生成された前記Ｂモードデータ、前記カラードプラデータ、前記ドプラスペクトラムデー
タに基づく画像を表示する表示部と、前記Ｂモードデータ、前記カラードプラデータ、前
記ドプラスペクトラムデータの順、あるいは、前記Ｂモードデータ、前記ドプラスペクト
ラムデータの順でデータの生成が遷移した場合、前記Ｂモードデータの生成が終了した後
の所定の時間内に生成された前記カラードプラデータあるいは前記ドプラスペクトラムデ
ータから、前記表示部に表示される前記ドプラスペクトラムデータに基づく画像における
Ｓｃａｌｅ、Ｂａｓｅｌｉｎｅ、拡大率・縮小率のうち少なくとも一つを調整するシステ
ム制御部と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態におけるブロック図。
【図２】実施形態におけるフロー図。
【図３】エリアシングが起きていない場合のドプラスペクトラム画像の概略図。
【図４】エリアシングが起きている場合のドプラスペクトラム画像の概略図。
【図５】Ｂａｓｅｌｉｎｅの調整が成されたドプラスペクトラム画像の概略図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。
【０００９】
　まず、本実施形態における超音波診断装置の構成を図１のブロック図を用いて説明する
。
【００１０】
　本実施形態における超音波診断装置は、システム制御部１、送信部２、基準信号発生部
３、超音波プローブ４、受信部５、データ処理部１０、データ記憶部１１、ＥＣＧ（Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈ）ユニット１３、表示部１４、入力部１５を備える。
データ処理部１０は、Ｂモードデータ生成部６、ドプラ信号検出部７、カラードプラデー
タ生成部８、ドプラスペクトラムデータ生成部９を備える
　システム制御部１は、入力部１５を介したオペレータからＢモードデータの生成を指示
された場合、Ｂモードデータ生成用の制御データを作成し、作成したＢモードデータ生成
用の制御データを送信部２へ転送する。この場合、システム制御部１は、受信部５に対し
てエコー信号をＢモードデータ生成部に供給するように指示する。
【００１１】
　システム制御部１は、入力部１５を介したオペレータからカラードプラデータの生成を
指示された場合、カラードプラデータ生成用の制御データを作成し、作成したカラードプ
ラデータ生成用の制御データを送信部２へ転送する。この場合、システム制御部１は、受
信部５に対してエコー信号をドプラ信号検出部７に供給するように指示し、ドプラ信号検
出部７に対して検出したドプラ信号をカラードプラデータ生成部８に供給するように指示
する。
【００１２】
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　システム制御部１は、入力部１５を介したオペレータからドプラスペクトラムデータの
生成を指示された場合、ドプラスペクトラムデータ生成用の制御データを作成し、作成し
たドプラスペクトラムデータ生成用の制御データを送信部２へ転送する。この場合、シス
テム制御部１は、受信部５に対してエコー信号をドプラ信号処理部７に供給するように指
示し、ドプラ信号検出部７に対して検出したドプラ信号をドプラスペクトラムデータ生成
部９に供給するように指示する。なお、本実施形態では、パルスドプラ法によってサンプ
リングを行うことでドプラスペクトラムデータを生成する場合について説明するが、連続
波ドプラ法によってサンプリングを行う形態でも良い。
【００１３】
　システム制御部１は、データ記憶部１１に記憶されたＢモードデータに基づく画像（Ｂ
モード画像）、データ記憶部１１に記憶されたカラードプラデータに基づく画像（カラー
ドプラ画像、カラーバー）、データ記憶部１１に記憶されたドプラスペクトラムデータに
基づく画像（ドプラスペクトラム画像）を表示部１４に表示させる。
【００１４】
　システム制御部１は、基準信号発生部３が発生させる基準信号の繰り返し周波数（Ｐｕ
ｌｓｅ　Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ：ＰＲＦ）を設定する。
【００１５】
　システム制御部１は、Ｂモードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデー
タの順、あるいは、Ｂモードデータ、ドプラスペクトラムデータの順でデータの生成が遷
移した場合で、尚且つ、表示部１４に表示されたドプラスペクトラム画像が「エリアシン
グ」を起こしている場合、エリアシングが生じないようなＰＲＦに設定するように基準信
号発生部３に対して指示する。なお、エリアシングとは、標本化定理に基づくドプラ信号
の周波数成分の折り返し現象であり、ドプラ信号がＰＲＦの大きさの１／２より大きい周
波数成分を有するときに発生する。エリアシングが生じないＰＲＦの設定については後述
する。
【００１６】
　システム制御部１は、所定の入力画面を表示部１４に表示させる。またシステム制御部
１は、カラードプラデータを生成する範囲やドプラスペクトラムデータを生成する位置を
指定するためのカーソルやマーカを表示させる。
【００１７】
　基準信号発生部３は、システム制御部１の設定に基づくタイミングで基準信号を発する
。以降、ある時点で基準信号が発せられ次の基準信号が発せられるまでの時間を１レート
とする。
【００１８】
　送信部２は図示しないメモリを備え、システム制御部１から受信した制御データをメモ
リに記憶する。送信部２は、基準信号発生部３が基準信号を発生させることでレートを開
始させると、メモリから当該レートに係る制御データを読み出し、読み出した制御データ
に従って、後述する超音波プローブ４が備えている振動子に駆動パルスを供給する。
【００１９】
　超音波プローブ４は、例えば、一次元に配列された複数の振動子を有するリニア型の超
音波プローブである。なお、超音波プローブ４は、コンベックス型でセクタ型であっても
良い。各振動子は、送信部２から駆動パルスが供給されると振動し、送信部２が読み出し
た制御データに基づいて送信ビームを発生させる。各振動子は、患者の体内組織にて反射
することで生じた反射波を受信し、エコー信号を発生させる。超音波プローブ４は、各エ
コー信号を受信部５へ供給する。
【００２０】
　受信部５は超音波プローブ４から供給されたエコー信号の信号強度を図示しないアンプ
で増幅させ、制御データに基づく整相加算処理を行なう。受信部５はシステム制御部１か
らの指示に従って、整相加算処理が行なわれたエコー信号をＢモードデータ生成部６、ド
プラ信号処理部７のいずれかに供給する。
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【００２１】
　Ｂモードデータ生成部６は、受信部５からレート単位で供給されたエコー信号に包絡線
検波処理や対数圧縮処理などの処理を施すことにより、エコーの振幅強度に対応した受信
信号を生成する。Ｂモードデータ生成部６は、当該受信信号に基づいてＢモードデータを
生成する。Ｂモードデータ生成部６は、生成したＢモードデータをデータ記憶部１１に送
信する。
【００２２】
　ドプラ信号検出部７は、受信部５から供給されたエコー信号からドプラ信号を検出する
。ドプラ信号検出部７は、システム制御部１が入力部１５を介したオペレータからカラー
ドプラデータの生成を指示された場合、検出したドプラ信号をカラードプラデータ生成部
８に供給する。一方で、ドプラ信号処理部７は、入力部１５を介したオペレータからドプ
ラスペクトラムデータの生成を指示された場合、検出したドプラ信号をドプラスペクトラ
ムデータ生成部８に供給する。
【００２３】
　カラードプラデータ生成部８は、ドプラ信号検出部７から供給されたドプラ信号に基づ
いてカラードプラデータを生成する。ここで、カラードプラデータとは、例えば、Ｂモー
ド画像と同じ断面において入力部１５を介したオペレータによって指定された範囲内の血
流速度の分布を計測したデータである。カラードプラデータ生成部８は、生成したカラー
ドプラデータをデータ記憶部１１に送信する。
【００２４】
　ドプラスペクトラムデータ生成部９は、ドプラ信号生成部７から供給されたドプラ信号
に基づくドプラスペクトラムデータを生成する。ここでドプラスペクトラムデータとは、
例えば、Ｂモード画像の断面において入力部１５を介したオペレータによって指定された
位置の血流速度の時間経過を計測したデータである。ドプラスペクトラム生成部９は、生
成したドプラスペクトラムデータをデータ記憶部１１に送信する。
【００２５】
　データ記憶部１１は、例えば図示しないハードディスクなどの記憶手段を備えており、
Ｂモードデータ生成部６から受信したＢモードデータ、カラードプラ生成部８から受信し
たカラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータ生成部９から受信したドプラスペクト
ラムデータを記憶する。データ記憶部１１は、システム制御部１からの指示に従って、Ｂ
モードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータを表示部１４に表示させ
る。
【００２６】
　ＥＣＧユニット１３は、患者の心拍をカウントし、心拍の様子を逐次システム制御部１
に通知する。
【００２７】
　表示部１４は、システム制御部１からの指示に従って、Ｂモードデータ、カラードプラ
データ、ドプラスペクトラムデータを画像として表示する。表示部１４は、システム制御
部１からの指示に従って、所定の入力画面を表示する。また、表示部１４は、システム制
御部１からの指示に従って、カラードプラデータを生成する範囲やドプラスペクトラムデ
ータを生成する位置を指定するためのカーソルやマーカを表示する。
【００２８】
　入力部１５は、例えば、マウスやキーボードなどの入力手段を備えており、オペレータ
は、表示部１４に表示されたカーソルやマーカをマウスやキーボードで操作し、カラード
プラデータを生成する範囲やドプラスペクトラムデータを生成する位置を指定する。
【００２９】
　次に、本実施形態における超音波診断装置の動作を図２のフロー図を用いて説明する。
【００３０】
　ステップＳ１において、オペレータは診断を開始する。
【００３１】
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　ステップＳ２において、オペレータはＢモードデータの生成を、入力部１５を介してシ
ステム制御部１に指示する。システム制御部１は、入力部１５を介したオペレータからＢ
モードデータの生成を指示されると、Ｂモードデータ生成用の制御データを生成し、生成
したＢモードデータ生成用の制御データを送信部２へ転送する。送信部２は、システム制
御部１から転送されたＢモードデータ生成用の制御データをメモリに記憶する。メモリが
Ｂモードデータ生成用の制御データを全て記憶すると、基準信号発生部３は、システム制
御部１によって設定されたＰＲＦの基準信号を発する。送信部２は、基準信号発生部３が
基準信号を発生させることでレートが開始されると、メモリから当該レートに係る制御デ
ータを読み出し、読み出した制御データに従って、超音波プローブ４の振動子に駆動パル
スを供給する。各振動子は、送信部２から駆動パルスが供給されると振動し、当該レート
に係る制御データに基づいた送信ビームを発生させる。各振動子は、患者の体内組織にて
反射することで生じた反射波を受信し、エコー信号を発生させる。超音波プローブ４は、
各エコー信号を受信部５へ供給する。システム制御部１は、受信部５に対してエコー信号
をＢモードデータ生成部に供給するように指示する。受信部５は超音波プローブ４から供
給されたエコー信号の信号強度を図示しないアンプで増幅させ、制御データに基づく整相
加算処理を行なう。受信部５はシステム制御部１からの指示に従って、整相加算処理が行
なわれたエコー信号をＢモードデータ生成部６に供給する。Ｂモードデータ生成部６は、
受信部５から供給されたエコー信号に対して包絡線検波処理や対数圧縮処理などの処理を
施すことにより、エコーの振幅強度に対応した受信信号を生成する。以上のプロセスは送
信部２のメモリが記憶している全てのＢモードデータ生成用の制御データについて完了す
るまで実施され、Ｂモードデータ生成部６は、ここで得られた全ての受信信号に基づいて
Ｂモードデータを生成する。Ｂモードデータ生成部６は、生成したＢモードデータをデー
タ記憶部１１に送信する。データ記憶部１１は、Ｂモードデータ生成部６から受信したＢ
モードデータを記憶する。システム制御部１は、データ記憶部１１に記憶されたＢモード
データに基づいて、Ｂモード画像を表示部１４に表示させる。表示部１４はＢモード画像
を表示する。
【００３２】
　ステップＳ３において、オペレータは入力部１５を介して、表示部１４に表示されたＢ
モード画像の中からカラードプラデータを生成する範囲を指定し、システム制御部１に対
してカラードプラデータの生成を指示する。システム制御部１は、入力部１５を介したオ
ペレータからカラードプラデータの生成を指示されると、カラードプラデータ生成用の制
御データを生成し、生成したカラードプラデータ生成用の制御データを送信部２へ転送す
る。送信部２は、システム制御部１から転送されたカラードプラデータ生成用の制御デー
タをメモリに記憶する。メモリがカラードプラデータ生成用の制御データを全て記憶する
と、基準信号発生部３は、システム制御部１によって設定されたＰＲＦの基準信号を発す
る。送信部２は、基準信号発生部３が基準信号を発生させることでレートが開始されると
、メモリから当該レートに係る制御データを読み出し、読み出した制御データに従って、
超音波プローブ４の振動子に駆動パルスを供給する。各振動子は、送信部２から駆動パル
スが供給されると振動し、当該レートに係る制御データに基づいた送信ビームを発生させ
る。各振動子は、患者の体内組織にて反射することで生じた反射波を受信し、エコー信号
を発生させる。超音波プローブ４は、各エコー信号を受信部５へ供給する。受信部５は超
音波プローブ４から供給されたエコー信号の信号強度を図示しないアンプで増幅させ、制
御データに基づく整相加算処理を行なう。システム制御部１は、受信部５に対してエコー
信号をドプラ信号検出７に供給するように指示する。受信部５はシステム制御部１からの
指示に従って、整相加算処理が行なわれたエコー信号をドプラ信号処理部７に供給する。
ドプラ信号検出部７は、受信部５から供給されたエコー信号からドプラ信号を検出する。
ドプラ信号検出部７は、ここではシステム制御部１が入力部１５を介したオペレータから
カラードプラデータの生成を指示されているので、検出したドプラ信号をカラードプラデ
ータ生成部８に供給する。以上のプロセスは送信部２のメモリが記憶している全てのカラ
ードプラデータ生成用の制御データについて完了するまで実施され、カラードプラデータ
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生成部８は、ここで得られた全ての受信信号に基づいてカラードプラデータを生成する。
カラードプラデータ生成部８は、生成したカラードプラデータをデータ記憶部１１に送信
する。データ記憶部１１は、カラードプラデータ生成部８から受信したカラードプラデー
タを記憶する。システム制御部１は、データ記憶部１１に記憶されたカラードプラデータ
に基づいて、カラードプラ画像およびカラーバーを表示部１４に表示させる。表示部１４
はカラードプラ画像およびカラーバーを表示する。
【００３３】
　ステップＳ４において、オペレータは入力部１５を介して、表示部１４に表示されたＢ
モード画像の中からドプラスペクトラムデータを生成する位置を指定し、システム制御部
１に対してドプラスペクトラムデータの生成を指示する。なお、ドプラスペクトラムデー
タを生成する位置は、例えば表示部１４に表示されたレンジゲートマーカの位置をオペレ
ータが入力部１５を介して移動させ、ドプラスペクトラムデータ生成する位置に当該レン
ジゲートマーカを合わせることで指定される。でシステム制御部１は、入力部１５を介し
たオペレータからドプラスペクトラムデータの生成を指示されると、上記指定された位置
に係るドプラスペクトラムデータ生成用の制御データを生成し、生成したドプラスペクト
ラムデータ生成用の制御データを送信部２へ転送する。送信部２は、システム制御部１か
ら転送されたドプラスペクトラムデータ生成用の制御データをメモリに記憶する。メモリ
がドプラスペクトラムデータ生成用の制御データを全て記憶すると、基準信号発生部３は
、システム制御部１によって設定されたＰＲＦの基準信号を発する。送信部２は、基準信
号発生部３が基準信号を発生させることでレートが開始されると、メモリから当該レート
に係る制御データを読み出し、読み出した制御データに従って、超音波プローブ４の振動
子に駆動パルスを供給する。各振動子は、送信部２から駆動パルスが供給されると振動し
、当該レートに係る制御データに基づいた送信ビームを発生させる。各振動子は、患者の
体内組織にて反射することで生じた反射波を受信し、エコー信号を発生させる。超音波プ
ローブ４は、各エコー信号を受信部５へ供給する。受信部５は超音波プローブ４から供給
されたエコー信号の信号強度を図示しないアンプで増幅させ、制御データに基づく整相加
算処理を行なう。システム制御部１は、受信部５に対してエコー信号をドプラ信号検出７
に供給するように指示する。受信部５はシステム制御部１からの指示に従って、整相加算
処理が行なわれたエコー信号をドプラ信号処理部７に供給する。ドプラ信号検出部７は、
受信部５から供給されたエコー信号からドプラ信号を検出する。ドプラ信号検出部７は、
ここではシステム制御部１が入力部１５を介したオペレータからドプラスペクトラムデー
タの生成を指示されているので、検出したドプラ信号をドプラスペクトラムデータ生成部
９に供給する。以上のプロセスは送信部２のメモリが記憶している全てのドプラスペクト
ラムデータ生成用の制御データについて完了するまで実施され、ドプラスペクトラムデー
タ生成部９は、ここで得られた全ての受信信号に基づいてドプラスペクトラムデータを生
成する。ドプラスペクトラムデータ生成部９は、生成したドプラスペクトラムデータをデ
ータ記憶部１１に送信する。データ記憶部１１は、ドプラスペクトラムデータ生成部９か
ら受信したドプラスペクトラムデータを記憶する。システム制御部１は、データ記憶部１
１に記憶されたドプラスペクトラムデータに基づいて、ドプラスペクトラム画像を表示部
１４に表示させる。表示部１４はドプラスペクトラム画像を表示する。
【００３４】
　ステップＳ５において、システム制御部１は、Ｂモードデータを経由した切替であるか
否かを確認する。言い換えれば、システム制御部１は、Ｂモードデータ、カラードプラデ
ータ、ドプラスペクトラムデータの順、あるいは、Ｂモードデータ、ドプラスペクトラム
データの順でデータの生成が遷移したか否かを判断する。Ｂモードデータ、カラードプラ
データ、ドプラスペクトラムデータの順、あるいは、Ｂモードデータ、ドプラスペクトラ
ムデータの順でデータの生成が遷移している場合、ステップＳ６に移行する。一方で、Ｂ
モードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータの順、あるいは、Ｂモー
ドデータ、ドプラスペクトラムデータの順でデータの生成が遷移していない場合、ステッ
プＳ８に移行する。
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【００３５】
　ステップＳ６において、システム制御部１は、表示部１４に表示されているドプラスペ
クトラム画像のＳｃａｌｅが適当であるか否かを判断する。本実施形態において、Ｓｃａ
ｌｅが適当であるか否かの判断は、例えばＥＣＧユニット１３によってカウントされた１
心拍分の時間内のドプラスペクトラムデータにエリアシングが起きているか否かを基準と
する。
【００３６】
　図３はエリアシングが起きていない場合のドプラスペクトラム画像１０１ａとＢａｓｅ
ｌｉｎｅ１０２ａの概略図である。また、図４はエリアシングが起きている場合のドプラ
スペクトラム画像１０１ｂとＢａｓｅｌｉｎｅ１０２ｂの概略図である。図３に示すよう
に、ドプラスペクトラムデータにおける血流速度の最大値と最小値は、１心拍分の時間Ｔ
を周期として繰り返し観測される。これはエリアシングが起きている場合も同様に言える
。したがって、エリアシングが起きているか否かを判断するには、少なくとも１心拍分の
ドプラスペクトラムデータがあれば良い。図３と図４に示すように、実際にエリアシング
が起きているか否かは、例えば、１心拍分のドプラスペクトラムデータの中に、Ｓｃａｌ
ｅの最大値付近の値が急にＳｃａｌｅの最小値付近の値に変化している、あるいはＳｃａ
ｌｅの最小値付近の値が急にＳｃａｌｅの最大値付近の値に変化しているデータがあるか
否かで判断できる。上記のようにＳｃａｌｅの最大値付近の値が急にＳｃａｌｅの最小値
付近の値に変化している、あるいはＳｃａｌｅの最小値付近の値が急にＳｃａｌｅの最大
値付近の値に変化しているデータがある場合、ドプラスペクトラムデータはエリアシング
を起こしている。
【００３７】
　システム制御部１は、上記のような判断によってエリアシングが起きていると判断した
場合、即ち、表示部１４に表示されているドプラスペクトラム画像のＳｃａｌｅが適当で
ないと判断した場合、フローとしてはステップＳ７に移行する。一方で、システム制御部
１は、上記のような判断によってエリアシングが起きていないと判断した場合、即ち、表
示部１４に表示されているドプラスペクトラム画像のＳｃａｌｅが適当であると判断した
場合、フローとしてはステップＳ８に移行する。
【００３８】
　ステップＳ７において、システム制御部１はＳｃａｌｅを調整する。まず、システム制
御部１は、エリアシングを起こしているドプラスペクトラムデータを用いて、仮にＰＲＦ
が十分に大きくエリアシングが起きていなかったと仮定したときの血流速度の最大値（推
定最大血流速度）と最小値（推定最小血流速度）を推定する。システム制御部１は、推定
最大血流速度と推定最小血流速度に基づいて、基準信号発生部３が発生させる基準信号の
ＰＲＦを設定する。例えば、システム制御部１は、推定最大血流速度と推定最小血流速度
のうち絶対値が大きい方の血流速度に対応するドプラ信号の周波数成分がＰＲＦの１／２
の大きさより小さくなるようにＰＲＦの大きさを調整する。システム制御部１は、ＰＲＦ
の大きさを調整すると、ステップＳ４において指定された位置についての新たなドプラス
ペクトラムデータの生成を開始する。ステップＳ４のときと同様に、システム制御部１は
、新たなドプラスペクトラムデータ生成用の制御データを生成し、生成した新たなドプラ
スペクトラムデータ生成用の制御データを送信部２へ転送する。送信部２は、システム制
御部１から転送された新たなドプラスペクトラムデータ生成用の制御データをメモリに記
憶する。メモリが新たなドプラスペクトラムデータ生成用の制御データを全て記憶すると
、基準信号発生部３は、ステップＳ７においてシステム制御部１によって設定されたＰＲ
Ｆの基準信号を発する。送信部２は、基準信号発生部３が基準信号を発生させることでレ
ートが開始されると、メモリから当該レートに係る制御データを読み出し、読み出した制
御データに従って、超音波プローブ４の振動子に駆動パルスを供給する。各振動子は、送
信部２から駆動パルスが供給されると振動し、当該レートに係る制御データに基づいた送
信ビームを発生させる。各振動子は、患者の体内組織にて反射することで生じた反射波を
受信し、エコー信号を発生させる。超音波プローブ４は、各エコー信号を受信部５へ供給
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する。受信部５は超音波プローブ４から供給されたエコー信号の信号強度を図示しないア
ンプで増幅させ、制御データに基づく整相加算処理を行なう。システム制御部１は、受信
部５に対してエコー信号をドプラ信号検出７に供給するように指示する。受信部５はシス
テム制御部１からの指示に従って、整相加算処理が行なわれたエコー信号をドプラ信号処
理部７に供給する。ドプラ信号検出部７は、受信部５から供給されたエコー信号からドプ
ラ信号を検出する。ドプラ信号検出部７は、ここではシステム制御部１が入力部１５を介
したオペレータからドプラスペクトラムデータの生成を指示されているので、検出したド
プラ信号をドプラスペクトラムデータ生成部９に供給する。以上のプロセスは送信部２の
メモリが記憶している全ての新たなドプラスペクトラムデータ生成用の制御データについ
て完了するまで実施され、ドプラスペクトラムデータ生成部９は、ここで得られた全ての
受信信号に基づいて新たなドプラスペクトラムデータを生成する。ドプラスペクトラムデ
ータ生成部９は、生成した新たなドプラスペクトラムデータをデータ記憶部１１に送信す
る。データ記憶部１１は、ドプラスペクトラムデータ生成部９から受信した新たなドプラ
スペクトラムデータを記憶する。システム制御部１は、データ記憶部１１に記憶された新
たなドプラスペクトラムデータに基づいて、新たなドプラスペクトラム画像を表示部１４
に表示させる。表示部１４は新たなドプラスペクトラム画像を表示し、フローとしてはス
テップＳ８に移行する。なお、表示部１４に表示される新たなドプラスペクトラム画像は
、図３に示すように、波形全体がエリアシングなしに表示された画像である。
【００３９】
　ステップＳ８において、オペレータはＳｃａｌｅの調整が行われた新たなドプラスペク
トラム画像を参照し、診断を継続する。
【００４０】
　ステップＳ９において、オペレータは、例えば患者に押し当てている超音波プローブ４
の位置がずれてしまった場合、略同じ計測位置で再度ドプラスペクトラムデータを生成す
るか否かを判断する。オペレータが略同じ計測位置で再度ドプラスペクトラムデータを生
成すると判断した場合、フローとしてはステップＳ３に移行する。なお、ここでステップ
Ｓ３に移行した場合、Ｂモードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータ
の順、あるいは、Ｂモードデータ、ドプラスペクトラムデータの順でデータの生成が遷移
していないため、システム制御部１によるＳｃａｌｅの調整は行われない。なお、ここで
Ｓｃａｌｅの調整が必要ないのは、略同じ計測位置で血流速度を計測しても血流速度の最
大値と最小値は大きく変化しないからである。一方、オペレータが略同じ位置で再度ドプ
ラスペクトラムデータを生成しないと判断した場合、フローとしてはステップＳ１０に移
行する。
【００４１】
　ステップＳ１０において、オペレータは、計測位置を大きく変えてドプラスペクトラム
データを生成するか否かを判断する。オペレータが計測位置を大きく変えてドプラスペク
トラムデータを生成すると判断した場合、フローとしてはステップＳ２に移行する。この
場合、Ｂモードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータの順、あるいは
、Ｂモードデータ、ドプラスペクトラムデータの順でデータの生成が遷移したことになる
ため、ステップＳ６においてＳｃａｌｅが不適当だった場合は、システム制御部１による
Ｓｃａｌｅの調整が行われることになる。なお、ここでＳｃａｌｅの調整が必要になるの
は、計測位置が大きく変わると血流速度の最大値と最小値が大きく変化してしまうからで
ある。一方、オペレータが計測位置を大きく変えてドプラスペクトラムデータを生成する
と判断しない場合、フローとしてはステップＳ１１に移行する。
【００４２】
　ステップＳ１１において、オペレータは診断を終了する。
【００４３】
　以上で説明したように、本実施形態における超音波診断装置は、１心拍分の時間におい
て計測した血流速度に基づいて、オペレータが何の操作も行うことなく、適切なＳｃａｌ
ｅでのエリアシングのないドプラスペクトラムを表示部に表示させる。これによって、従
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来技術のようにオペレータがボタンを押下しなくとも良くなるため、オペレータの手間が
解消される。また、オペレータは、１心拍分の時間待つだけで、適切なＳｃａｌｅでのエ
リアシングのないドプラスペクトラムを得られるので、従来技術のようにオペレータが、
早く波形全体を確認したいと思うあまり焦ってボタンを押下してしまい、結果として適性
でない波形が表示されることも無くなる。
【００４４】
　本実施形態はＳｃａｌｅを１心拍分の時間において計測した血流速度に基づいて自動調
整する場合について説明したが、Ｓｃａｌｅの自動調製の代わりに、あるいはＳｃａｌｅ
の自動調整に加えて、Ｂａｓｅｌｉｎｅについても同様に自動調整を行っても良い。
【００４５】
　図５は、Ｂａｓｅｌｉｎｅの調整によって表示部１４に適正に表示された場合のドプラ
スペクトラム画像１０１ｃとＢａｓｅｌｉｎｅ１０２ｃの概略図である。Ｂａｓｅｌｉｎ
ｅが適当な場合とは、例えば、図５に示すように、血流速度の最大値から縦軸目盛りの上
限値までの差Ｌ１と、血流速度の最小値から縦軸目盛りの下限値までの差Ｌ２とが等しい
場合のことである。このようにＢａｓｅｌｉｎｅについて自動調整させるために、例えば
システム制御部１が、Ｂモードデータ、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータ
の順、あるいは、Ｂモードデータ、ドプラスペクトラムデータの順でデータの生成が行わ
れた場合で、尚且つ、ドプラスペクトラムデータがエリアシングを起こしていない場合、
ＥＣＧユニット１３によってカウントされた１心拍分の時間内のドプラスペクトラムデー
タにおける血流速度の最大値と最小値を求め、その最大値と最小値に基づいてＬ１とＬ２
が等しくなるようにＢａｓｅｌｉｎｅを調整した状態でドプラスペクトラム画像を表示部
１４に表示させる。なお、Ｌ１とＬ２の大きさは、表示部１４に表示される縦軸の目盛り
の上限値と下限値の差の１／２以下の大きさになる調整することが好ましい。これによっ
て、波形がドプラスペクトラム画像の中央に表示されることになるため、オペレータは波
形全体をより観察しやすくなる。上記Ｂａｓｅｌｉｎｅの自動調整は、例えば、Ｂａｓｅ
ｌｉｎｅが不適当な位置にある状態でも波形全体を表示させるために、あえて波形をドプ
ラスペクトラム画像の上下で折り返して表示させる表示上の操作を行っている場合におい
ても適用できる。
【００４６】
　また、エリアシングが起こらないようにＰＲＦを予め大きく設定する場合、表示部１４
におけるドプラスペクトラム画像の表示の拡大率・縮小率を自動調整することによってド
プラスペクトラム画像の波形全体を表示させても良い。この場合、システム制御部１が、
ＥＣＧユニット１３によってカウントされた１心拍分の時間内のドプラスペクトラムデー
タの最大血流速度と最小血流速度を求め、図５に示すように波形の上部と下部に適度な余
白が生まれるようにドプラスペクトラム画像を拡大あるいは縮小して表示部１４に表示さ
せる。これによって、新たにドプラスペクトラムデータを生成する必要が無くなるので、
診断時間の短縮が期待できる。
【００４７】
　更に、カラードプラデータ、ドプラスペクトラムデータの順で各データを生成する場合
、システム制御部１がカラードプラデータにおける血流速度の最大値と最小値を求め、そ
の最大値と最小値に基づいてＳｃａｌｅやＢａｓｅｌｉｎｅ、上記縮小の調整を行って表
示部１４に表示させても良い。なおここでの血流速度の最大値と最小値は、例えば、ドプ
ラスペクトラムデータを生成する位置、即ち、レンジゲートマーカの位置におけるカラー
ドプラデータの最大値と最小値でも良いし、ドプラスペクトラムデータを生成する位置の
周辺の複数位置におけるカラードプラデータの中から求めた最大値と最小値でも良い。こ
れによって、カラードプラデータの生成からドプラスペクトラムデータの生成に移行した
ときに、始めから適正な表示のドプラスペクトラム画像を得ることができる。
【００４８】
　また、本実施形態で説明したＳｃａｌｅやＢａｓｅｌｉｎｅの自動調整機能に加えて、
従来技術のようにオペレータが自動調整ボタンを押下することで自動調整が行われても良
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い。これによって、よりオペレータが望むドプラスペクトラム画像を表示させることがで
きる。
【００４９】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、これらの実施形態は例として提示したものであ
り、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の趣旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００５０】
１・・・システム制御部
２・・・送信部
３・・・基準信号発生部
４・・・超音波プローブ
５・・・受信部
６・・・Ｂモードデータ生成部
７・・・ドプラ信号検出部
８・・・カラードプラデータ生成部
９・・・ドプラスペクトラムデータ生成部
１０・・・データ処理部
１１・・・データ記憶部
１３・・・ＥＣＧユニット
１４・・・表示部
１５・・・入力部
１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃ・・・ドプラスペクトラム画像
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ・・・Ｂａｓｅｌｉｎｅ



(12) JP 2014-161554 A 2014.9.8

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(13) JP 2014-161554 A 2014.9.8

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4C601 DE01  EE11  FF08  KK10  KK12  KK17  KK18  KK29 



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2014161554A 公开(公告)日 2014-09-08

申请号 JP2013036021 申请日 2013-02-26

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 滝本雅夫

发明人 滝本 雅夫

IPC分类号 A61B8/06

FI分类号 A61B8/06 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/DE01 4C601/EE11 4C601/FF08 4C601/KK10 4C601/KK12 4C601/KK17 4C601/KK18 4C601
/KK29

代理人(译) 藤原 康高
堀口博

其他公开文献 JP6391912B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波诊断装置，其能够简单且准确地显示多普
勒频谱的整个波形。 为了解决上述问题，根据实施例的超声诊断设备包
括显示单元，该显示单元基于由数据处理单元生成的B模式数据，彩色多
普勒数据和多普勒频谱数据来显示图像，以及 如果B模式数据，彩色多
普勒数据，多普勒频谱数据或B模式数据，多普勒频谱数据的生成按顺序
改变，则在B模式数据生成之后的预定值完成。 根据在一段时间内生成
的彩色多普勒数据或多普勒频谱数据，系统控制单元用于基于多普勒频
谱数据调整图像的缩放，基线和放大/缩小比率中的至少一个。 。 [选择
图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7b88ccaa-2370-4613-9496-c6e3ac3c276d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/051428273/publication/JP2014161554A?q=JP2014161554A

